
今週の紙面

５面
健
康
い
い
話
―
山
の
レ
ジ
ャ
ー

を
楽
し
む
た
め
の
注
意
点
―

暮
ら
し
の
彩
り

漫
画「
聞
い
て
納
得 

見
て
納
得
」⑭

８面
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
自
民

「
決
断
」―
日
航
ジ
ャ
ン
ボ

機
墜
落
事
故
―

４面

ふ
る
さ
と
紹
介
―
大
分
県
―

Ｉ
Ｔ
よ
も
や
ま
話

２面

経
済
産
業
部
会

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
調
査
会

東
日
本
大
震
災
復
興
加
速
化
本
部

危
機
に
立
つ
日
本
の
科
学
技

術 

第
13
回

「
当
た
り
前
」と

 

「
有
り
難
い
」

山
下
　
貴
司

　

本
コ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
は
「
幸
感
力
」

ー
「
幸
せ
を
感
じ
る
力
」
。
あ
た
ら
め
て

見
る
と
い
い
名
前
だ
▼
人
よ
り
恵
ま
れ
て

い
る
な
ぁ
と
思
わ
れ
る
人
で
も
「
自
分
は

不
幸
だ
」
と
い
つ
も
嘆
い
て
い
た
り
、
ど

う
み
て
も
逆
境
下
に
あ
る
の
に
、
全
く
そ

れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
人
も
い
る
。
そ
れ
は

「
幸
感
力
」
の
差
な
の
だ
ろ
う
▼
そ
の

カ
ギ
の
一
つ
は
同
じ
こ
と
を
「
当
た
り

前
」
と
と
る
か
、
「
有
り
難
い
」
と
と
る

か
で
あ
ろ
う
。
人
様
か
ら
何
か
を
し
て
も

ら
っ
て
も
、
そ
れ
が
「
当
た
り
前
」
と
思

え
ば
、
感
謝
も
し
な
い
し
不
満
も
顔
に
出

る
。
夫
婦
ゲ
ン
カ
の
原
因
の
多
く
は
こ
れ

で
あ
る
。
逆
に
同
じ
こ
と
で
も
「
有
り
難

い
」
と
思
え
ば
、
感
謝
の
気
持
ち
が
顔
に

出
て
相
手
も
笑
顔
を
返
し
て
く
れ
る
。

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
の
由
来
は

「
有
り
難
し
」
か
ら
だ
が
、
な
る
ほ
ど
言

い
得
て
妙
で
あ
る
▼
い
ま
逆
風
と
も
い
わ

れ
る
が
、
そ
も
そ
も
国
会
議
員
と
し
て
国

政
に
寄
与
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
自

体
と
て
も
「
有
り
難
い
」
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
思
い
な
が
ら
、
向
か
い
風
の
中
を
一

歩
一
歩
謙
虚
か
つ
着
実
に
歩
ん
で
い
き
た

い
。

衆
議
院
議
員

幸感力
新
聞
出
版
局
次
長

　

演
説
の
中
で
二
階
幹
事

長
は
、
世
界
で
は
未
だ
６

億
人
以
上
が
安
全
な
飲
料

水
を
使
用
で
き
ず
、
３
人

に
１
人
が
清
潔
に
改
善
さ

れ
た
衛
生
施
設
を
利
用
で

き
て
い
な
い
状
況
で
あ

水
な
ど
の
水
災
害
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
て
い
る

中
、
水
関
連
災
害
に
対
す

る
強
靱
化
は
待
っ
た
な
し

の
課
題
で
あ
る
と
強
調
し

た
。

　

そ
の
上
で
、
わ
が
国
で

り
、
水
問
題
の
解
決
は
、

国
家
や
社
会
の
安
定
や
、

戦
争
・
紛
争
の
原
因
を
取

り
除
く
こ
と
に
つ
な
が
る

こ
と
を
説
明
。
同
時
に
、

全
世
界
の
自
然
災
害
の
被

災
者
の
９
割
が
洪
水
や
渇

は
今
年
７
月
に
福
岡
県
朝

倉
市
に
お
い
て
９
時
間
で

７
７
４
ミ
リ
と
い
う
記
録

的
豪
雨
を
観
測
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
想
定
を
超
え

る
自
然
災
害
に
対
峙
す
る

た
め
に
は
、
国
民
の
生
命

を
守
る
こ
と
を
基
本
理
念

と
す
る
国
土
強
靱
化
が
近

年
ま
す
ま
す
重
要
で
あ

り
、
こ
の
取
り
組
み
を
地

球
規
模
で
推
進
し
安
全
・

安
心
な
世
界
を
築
く
こ
と

が
、
自
然
災
害
常
襲
国
で

あ
る
日
本
の
使
命
で
あ
る

と
述
べ
、
日
本
の
知
見
や

経
験
、
教
訓
を
全
世
界
に

広
く
伝
え
て
い
く
決
意
を

示
し
た
。

　

ま
た
、
二
階
幹
事
長
自

身
が
主
導
し
、
２
０
１
５

年
に
国
連
総
会
で
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
「
世

界
津
波
の
日
（
11
月
５

日
）
」
に
も
言
及
。
そ
の

由
来
と
な
っ
た
故
郷
・
和

歌
山
の
逸
話
「
稲
む
ら
の

火
」
を
紹
介
し
、
国
際
社

会
の
高
い
評
価
を
得
た
。

さ
ら
に
、
津
波
防
災
の
普

及
啓
発
の
た
め
、
世
界
30

カ
国
３
６
０
人
の
高
校
生

が
参
加
し
、
昨
年
11
月
に

高
知
県
黒
潮
町
で
開
催
さ

れ
た
「
『
世
界
津
波
の

日
』
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」

を
、
今
年
は
沖
縄
県
で
開

催
す
る
こ
と
を
報
告
し

た
。

　

最
後
に
、
「
水
災
害
で

一
人
の
命
も
失
わ
せ
な

い
」
と
の
考
え
の
下
、
水

と
災
害
の
分
野
で
、
今
後

と
も
世
界
の
平
和
と
安
定

に
一
層
貢
献
す
る
姿
勢
を

示
す
と
、
国
連
本
部
の
会

議
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

湧
き
上
が
っ
た
。

・ハッチ上院仮議長
・ペローシ下院民主党院内総務
・ソーンベリー下院軍事委員長
・崔天凱駐米中国大使
・シューマー上院民主党院内総務
・マッカーシー下院共和党院内総務
・チョードリーＩＰＵ（列国議会同盟）議長
・ ハン・スンス「水と防災に関する国連事務
総長」特使
・トムソン第71回国連総会議長
・アーデル・ハンガリー大統領
・ラッセル前国務次官補

「
世
界
津
波
の
日
（
11
月
５
日
）
制
定
の
由
来
と
な
っ
た
故
郷
・
和
歌
山
の
逸
話

「
稲
む
ら
の
火
」
を
紹
介
し
、
津
波
防
災
の
重
要
性
を
訴
え
る
二
階
俊
博
幹
事
長

二階俊博幹事長一行の訪問先（日程順）

チョードリーＩＰＵ（列国議会同盟）議長を表敬訪
問。右から福井照国土強靱化推進本部事務総長、片
山さつき政務調査会長代理、林幹雄幹事長代理（同
本部長代行）、二階俊博幹事長、チョードリー議
長、高木宏壽衆院議員、中川郁子同本部幹事、木内
均衆院議員

〝国土強靱化の重要性〞全世界に発信
国
民
の
生
命
財
産
を
守
り
抜
く「
防
災・減
災
」

「
水
と
災
害
」の
分
野
で

 

日
本
は
一
層
の
貢
献
を

　

二
階
俊
博
幹
事
長
（
党
国
土
強
靱
化
推
進
本
部
長
）
は
、
九
州
北
部
豪
雨
被

災
地
視
察
直
後
の
７
月
18
日
か
ら
22
日
の
日
程
で
訪
米
。
国
連
の
特
別
会
合
に

お
い
て
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
民
運
動

と
し
て
の
「
国
土
強
靱
化
」
の
重
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
世
界
で
頻
発
す

る
大
規
模
な
自
然
災
害
に
対
峙
し
、
国
民
の
生
命
財
産
を
守
り
抜
く
た
め
、
事

前
の
防
災
・
減
災
の
考
え
方
を
世
界
各
国
に
広
め
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

二階俊博幹事長訪米

郵便番号 100－8910
東京都千代田区永田町1－11－23
電話 東京 03（3581）6211（代表）

定価１部 108円（税込み）

１ ２７５３平成２９年（2017年）８月８日（火曜日）


